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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、SIII（またはエロンジン）転写伸長因子複合体の転写活性サブユニットをコードしており、この複合体には2つの調節サブユニットであるエロンジンBおよびCも含まれています。この複合体は、DNA鋳型上の多くの部位でRNAポリメラーゼIIの一時的な停止を抑制することで、RNAポリメラーゼIIによるRNA鎖伸長速度を上昇させます。同様の機能を持つ関連タンパク質であるエロンジンAは普遍的に発現していますが、コードされているタンパク質は精巣で特異的に発現しており、精子形成に関与している可能性が示唆されています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：エロンギンBC複合体結合ドメインは、コンセンサス配列[APST]-L-x(3)-C-x(3)-[AILV]を有するBCボックスとしても知られています。,機能：SIIIはエロンギンとしても知られ、RNAポリメラーゼIIの転写伸長をテンプレートにコードされた停止部位を越えて促進する一般的な転写伸長因子です。サブユニットA2は転写活性を有しますが、その転写活性はSIII調節サブユニットBとCの二量体複合体（エロンギンBC複合体）への結合によって増強されません。,類似性：1つのTFIIS N末端ドメインを含みます。,サブユニット：A（A1、A2、またはA3）、B、およびCサブユニットのヘテロ三量体。,組織特異性：精巣で特異的に発現します。,
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	画像データ
	

	ELOA2抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

